
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校算数  
 

          

平均正答率は、全国を4.0ポイント上回った 

 

 

           

学力の分布は、正答数の多い側にかたよりがある山型
である 

 

 

 

 

 

令和８年度 小学校算数 正答率等比較 

◆全国、茨木市ともに 11問正解の児童の割合が最も多い。 

◆正答率 40％以下（０～６問正解）の児童の割合は 23.4％であ

る。（内 20％以下（０～３問正解）の児童の割合は 8.0％） 

◆正答率80％以上（13～16問正解）の児童の割合は28.3％であ

る。 

◆全国の平均正答率が 56.4％であるのに対し、茨木市では

60.4％で、全国を 4.0ポイント上回った。 

◆誤答率については、全国より 3.1ポイント低い。 

◆無解答率については、全国より 0.9ポイント低い。 

 
○7/3と 7/4のどちらの方が大きいかを判断し、そのわけを書く（正答率 49.0%） 
 
３たいがさんとひまりさんは、１から９までの数字が 
書かれた９枚のカードを使って遊びます。 
 

 

    

                       

 

 

 

 

正答率比較 正答数分布 
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課題があった設問 

令和８年度 

全国学力・学習状況調査 

学力調査結果報告 

令和８年度 小学校算数 正答数分布グラフ 

 

令和８年度 小学校算数 レーダーチャート 

正答率経年比較 

過去 5年の正答率の推移（対全国比） 

領域別 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 反応率（％） 正答 

アを選び、Ａ①、Ａ②の全てを書いているもの 25.5 ◎ 

アを選び、Ｂ①、Ｂ②の全てを書いているもの 6.7 ◎ 

アを選び、Ｃ①、Ｃ②の全てを書いているもの 11.0 ◎ 

アを選び、Ｄ①、Ｄ②の全てを書いているもの 5.7 ◎ 

アを選び、①②が適切に記述されていないもの 

 

13.6  

アを選び、理由は無解答 12.3  

イを選び、分子が等しいとき、分母が大きい方が数が大きくなることについて書

いているもの 

6.0  

イを選び、理由は無解答 12.0  

上記以外の解答 5.4  

無解答 1.8  

 

 
【この問題で求められている力】 
 

 

 
☆分数の本質的な意味を理解できているかを問う問題である。分数の大小を判断するための説明をす
ることに課題のある児童が一定数いるものと思われる。 
 
 
【算数についての今後の指導のポイントとして】 
 
 分数の意味や表し方に基づいて、異分母の分数の大小を判断できるようにすることが重要である。 
指導に当たっては、通分をすることに気付かせたり、数直線で見える化したり、７／３は７の３等分、７
／４は７の４等分である、など、幾つかの方法で分数の大小を比べることで分数の表し方についての理
解を深めることができるようにすることが大切である。  
  
 
 

 

 

 

 

異分母の分数の大小を判断し、その理由を数や言葉を用いて記述できる力 


